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1．概 　要

　こ れまで様 々 な分野 に お い て ，資料を収集し，そ

れ に基づ い た研 究を行っ た後は
， そ の 成果 の

．
つ と

して 「研究図誌」や 「研究図録」な どを発行する こ

とが 多か っ た。但 し，頒布範囲や，検索，カ ラ
ー

図

版の掲載な ど に 限界が あ り，近 年で は WEB 　 Eの

デ ータ ベ ース で 公 開す る こ とが 多 くな っ て い る 。 し

か し，デ
ー

タ ベ ー
ス に は，セ キ ュ リ テ ィ ，

メ ン テ ナ

ン ス ，マ イグ レーシ ョ ン や 運用 の ため の 予算確保 な

ど
， 継続 をして い く上 で 複数 の 問題が あ る 。 本発表

で は こ れ らを解決する手段 と して ，標準的な電子書

籍フ ォ
ー

マ ッ トで 「電子研究図誌」 を制作し，頒布

と メ ン テナ ン ス の 継続的 を保証する図書館に納め る

こ とで ，デ ジ タ ル メ デ ィ ア の長所を活か した，研究

図誌 を公 開
・
継承 して い くモ デ ル を構想 し，その 意

義と可 能性 に つ い て 検討す る。また 検討 に あた っ て

は，具体例 と して ，歴史的 な 写真研究に 関する 「リ

サ
ー

チ プ ロ フ ァ イル 」 の 構想事例 を示 し，そ の 意義

を検証する ユ）
。

2．
“

1）igital　Cultural　Heritage
”

の課題

2．1．学術資料の電子化 と公開 の 現状

　自然科学 ・人文社会科学 の 領域 を 問 わ ず ， 様々 な

資料を収集 し，それ に 基 づ い た研究 を行 っ た後 は，

その 研 究成果 の
一

つ と して 「研究図誌」 や 「研究図

録」とい っ た もの が発行される。こ れ らは，デ ジ タ

ル メ デ ィ ア 発達以前に お い て は
， 紙媒体 の み で 発刊

され て い た が ，イ ン ターネッ トが
一
般化 し，パ ーソ

ナ ル コ ン ピュ
ー

タ が普及す る と，イ ン ター
ネ ッ ト上

の デ
ー

タベ ース を用 い て，公開する こ とが広ま っ た 。

と ぎや　 の りお　 関 西 大 学総 合情報学 部

日本に お い て 「デ ジ タ ル ア
ーカ イブ」 と呼ばれ る デ

ジ タ ル コ ン テ ン ツ もそ の ような趣旨で 構築され て い

る。

　 しか し
，

こ うし た デ ータ ベ ース の構築が 実施され

るように な っ て 15年以 ヒが経過 し，その 課題 も明 ら

か に な っ て きて い る 。 博物館や 図書館の ，公式デ ー

タベ ー
ス の よう に，組織や機 関が運 営す る デ

ータ

ベ ース は
，

あ る 程度継続的 な 予 算や メ ン テ ナ ン ス が

行 わ れる こ とが期待 で きる 。 しか し， そ の
一

方 で ，

大学 の 研究室 の 単位 で 構築 され るデ
ー

タベ ー
ス は，

担 当教員 の 異動 や退職な ど に よ っ て，そ の継続性は，

必ずしも安定 した環境に な い
。 そ の ため，今後は大

学 の 研究室な ど に お い て も，ネ ッ トワ
ーク セ ン ター

や情報基盤セ ン ターとい っ た，永続的に学術情報を

提供する セ ク ターと共同で デ
ータベ ー

ス な ど の 保全

や運営 ， 構築 に あ た る必要 が あ る 。

　し か し，同 セ ン タ
ー

な ど に お い て は，様 々 な研究

プロ ジ ェ ク トご とに構築 された複数 の デ
ー

タベ ー
ス

を管理
・
運営 し て い くに は，予算や 人員確保などの

点で 問題があ る 。 特に 要求され る ハ
ー

ドウ ェ ア が 個

別 に異なる場合や，使用 され て い る ア プ リケ ーシ ョ

ン が異なる場合は，それ らを統合する こ とが難 しく，

管理が煩雑 に な る 。 また サ
ーバ を収 め る物理 的 な環

境 も必要 で あ り
，

同 セ ク ターに お い て ，こ れらを集

約 す る に は様 々 な困難 が ある 。

　 こ の よ うな問 題 を解決す る た め に
， 複数 の コ レ ク

シ ョ ン や資料群を統合的に扱うデ ータ ベ ース を構築

し，複数の プ ロ ジ ェ ク トが共有の デ
ー

タベ ー
ス を利

用 して い くとい っ たケ
ー

ス も
一つ の 解決策で ある 。

著者が 関 わ っ た ，東京大学大学 院情 報学環 の プ ロ

ジ ェ ク トは そ の よ うな 目的 を持っ た デ ータベ ー
ス で

あっ た
2 ｝

。 しか し，こ の ようなデ
ータ ベ ー

ス も継続

的な メ ン テ ナ ン ス が 必 要で あ り，変化す る技術 や セ
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キ ュ リテ ィ対策の 強化な どを各機関 で担 っ て い くに

は，予算及 び人的負担が増加する課題があ る 。

　また，近年は外部の ク ラ ウ ドサ
ービ ス を利用 する

こ とに よ っ て ，自らサ
ーバ を持た ない 環境に お い て ，

データ ベ ース を管理する こ とが可能に な っ て い るが，

こ れ らにも継続的な管理費用が必要 で ある 。 増加す

る研究資料に応 じて その よ うな運用費用の 支出に対

応で きる か とい っ た 課題 が あ る 。

　研 究資料を格納 した データベ ース に は，こ れ らの

課題が存在す るが，本発表で は こ れ らを解決す る手

段 と して
， 研究資料 な ど の 画像 や 内容情報を

，
イ ン

タ
ー

ネ ッ ト上 で 永続的 に管理す る方法として，研究

資料を電子書籍形式で 作成 し， 図書館で電子書籍 の

一
つ と して統合的に管理する モ デ ル を示す 。 特に，

現在は，国立 国会図書館な ど の ような，公共 の 図書

館に お い て
， 電子書籍の 納本 と公開の ニ ーズ が 高ま

り，そ の 制度が整備 され つ つ あ る
3 ）。よ っ て，研究

資料 を電子書籍 の 形 で 制作 し， 集約的な公共図書館

に お い て統合的に管理する こ とに よ っ て，より永続

的か つ 広範囲 の 人 々 に 研究成果 を 伝え る 有効 な手段

に な る こ とが期待 され る 。

2．2．電子研究図誌 と電子書籍

　本論で提案する電子研究図誌は，研究資料 の デ ー

タ ベ ース を構築する の で は な く，標準的な フ ォ
ー

マ ッ トを採用 した 電子書籍の 形式で まとめ る 。 作成

にあた っ て は，資料をデ ジ タ ル化 した マ ス ターデ ー

タ と
， そ の 資料 に関す る メ タ デ

ータ が作成 され る
，

それ を メ デ ィ ア と ともに パ ッ ケージ化 して，他 の

CD −ROM や DVD の 資料 とともに，安全な環 境で ，

附属 の 図書館 な ど に保存す る。それ らの デ ータ を元

に，画像 と各資料の解説 ， 論考 ， 改題 な どを掲載 し

た，研究図誌（研究図録）を電子書籍形式で作成 し
，

2013年 よ り電子資料 の 収集事業が開始 され て い る国

表 1．「オ ン ラ イ ン資料収集制度（e デポ）」の 対象

　 研 谷 ：電 子書 籍形式 を 用い た 「電 子研 究図誌」の ・∫能性

立国会図書館に納め る モ デ ル を提案する 。

　将 来，国会図 書館の WEB サ イ トに お い て，無

料 の 電子書 籍 を中心 と した コ ン テ ン ツ公開 され る

サ
ービス が開始 され た後は，ユ ーザは同館の サ イ ト

で 電子研究図誌な ど を検索 し，そ の 内容を確認す る。

そ して 必要 で ある 場合は ，所蔵先の大学や研究機関

の 図書室な ど に問い 合わせ ，高精細画像の 閲覧や ，

オ リ ジ ナル の 現物資料な どを閲覧する とい う経路を

辿 る こ とを想定 して い る。しか し，こ れ らは，将来

的なモ デ ル で あり，こ の 全体像が 近い 未来に お い て

実現す る もの で は な い が ，こ れ ら を実現す る各要素

と，複数 の 課題 につ い て 検討 を進 める。

2．3．電子書籍図書館 へ の納品とその課題

　前節に お い て ，本発表で 示す ， 電子研究図誌を保

存する モ デ ル を示 し たが ，そ の 中心 となる の は，電

子書籍 を
一

括 して 納 品する図書館 の 存在で あ る。

2012年 の 国立国会図書館法 の 改正 に よ り， 国立 国会

図書館で は2013年よ り 「オ ン ラ イ ン 資料収集制度（e

デ ポ）」 が 開始 さ れ て い る 4 ）S）
。 そ の た め

， 今後 同

館は，電于書籍を集積する 中心的な 「サ イ ト」 とな

ろ う。 こ の よ うな 図書館 に
， 電子 書籍化 した 研究図

誌を納本 し，デ
ー

タの 永続的な保管 とマ イグ レ
ー

シ ョ ン が行わ れ こ とが 望ま しい
。

　 しか し，国立 国会図書館に お ける 「オ ン ラ イ ン 資

料収集制度（e デ ポ）」に つ い て は，研 究機関 な どで

作成され た研究図誌，図録，報告書など，所謂 「灰

色文献明 に属す る よ うな研究資料 の どの 範囲 まで

を，そ の 対象とす べ きか，不確定で あ る 。 現在，同

収集制度の 対象 とな っ て い る の は表 1 の よ うな内容

で あ る 。

　本制度で 主 に対象と して い る の は
， 基本的 に私人

の オ ン ラ イ ン 資料 とさ れ
， 具体的に は

， 年報 ， 年鑑 ，

要覧 ， 機関誌 ， 広報誌 ， 紀要 ， 論 文集 ， 雑誌論文 ，

广
；1：：1：

囁
：1：：i：ぐ

囁
　　 ．、、

｝
　 ∵ii

こ
；illiill諜 難働 ？ 瞞 ・なし

目
：
『 　 、

；　需　　　　　　』

ご 私天のガンラ子ン 資料の具体例
∵ … 燕 ：；  ； 

内
β．，．

ISBNい1SSN ギ DOI
　 r’ド　『　、　广　ト
PDF ヂ EPUB ．　 DAISY

有摺もレぐぽ、 1冖 DRM あ ：り暁 ：、
了 拶付与 ざれだもの　繭　r　 　r　二　r

冖
で 作成 され た もの ．

　
「…

　 　　コ 1二、1F厂

年報，年鑑，要覧，機関誌，広報誌，紀要，
論文集，雑誌論文，調査 ・

研究報告書，学会 ○ ○ ×

誌，ニ ュ
ーズ レ ター，学会要旨集，事業報告 （収集の 対象） （収集の 対象〉 （収集の 対象で は

書 ， 技報 ，
CSR 報告書 ， 社 史，統計書，そ ありませ ん ）

の 他，図書 や逐次刊行物 に 相当す る もの

国立 国会 図書 館 「オ ン ラ イ ン 資料 収 集 制 度 （e デ ポ ）」 の 解 説 よ り作 表 7 ，
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　 図書館 界

調査 ・
研究報告書，学会誌，ニ ュ

ーズ レ ター，学会

要旨集，事業報告書，技 報，CSR 報告 書，社 史，

統計書，そ の 他，図書や逐次刊行物に相当す る もの

で，さ ら に 無償か つ DRM が 付与 さ れ て い な い 電

子 書籍 で
，
ISBN

，
　 ISSN

，
　 DO 工が 付与 さ れ た もの

か，PDF ，　 EPUB ，　 DAISY 形式で 作成 され た もの

で ある 。 こ こ で 言 う 「私 人」は 「人」だけで は な く，

企業，非営利組織，民間団体 とい っ た法人 も入 る こ

とが想定され て い よ う。

　
一

方で ，有償 も し くは DRM が ある 電子書籍は

現状 で はそ の 収集範囲 で は ない 。本論 で 提案す る1
．
電

子研究図誌」は こ の カ テ ゴ リ
ー．Eで は 「調査 ・旬1究

報告書」 な ど に 該当す る と言 えよ う。しか し，その

範囲 は極 め て 広 く，また
， 作成主体や 目的， 種類の

報告書 が 想定 され ，全 て を
一

律 に 収集す る こ と は 難

しい 側面が あ る 。 そ の た め 制度 が 始ま っ て 間 もな い

現状 で は，実質的 に は作成者の 自主的 な判断 に任 せ

られて い る側 面も多い
。

　 しか し，比較的簡便に，編集 と製本が可能 な電子

資料 ， 電子書籍 を 国 立 国会 図書館に 納 め る こ とが で

きる 制度が確立 されたため，こ れ まで 「灰色文献 1
に な りが ちで あ っ た 研究 図誌 ， 図録 ， 報告書 な ど を

国立国会図書館に納本 して い く，ル
ー

トを確立 して

い く手段 と して 有効な制度 ともと ら え ら れ る 。

　
一

方で ，国立国会図書館に お ける，納本 され た電

子書籍 の 公 開サ
ービス 内容 に つ い て は

， 現時点で は

明確で は な く，今後の 検詞事 項で あろ う。 しか し，

将来的に は ，本論 で 対象 と して い る よ うな研究 目的

の報告書や無償で発行 さ れ る よ うな報告書な どに つ

い て は ，オ ン ラ イ ン で 公 開 と検索 が行 える よ うな

サ ービ ス が 実施さ れ る こ とが 望 まれ る 。
こ れ らの シ

ス テ ム を実現す るため には，多くの 課題 がある こ と

も事実で ある 。 現状に お い て，電子書籍の フ ォ
ー

マ ッ

トは多数あ り，各フ rl・・一・マ ッ ト相互 で 互換性が無 い

ケ ー
ス が存在する 。

　また，互換姓があ る場合 も実際 に読み 込 ん だ場合

は，表示な どが 変化する場合 も多い
8）

。 よ っ て ，電

子研究図誌を制作する場合は，な る べ く標準的な

フ t 一
マ ッ トを 用 い る と と もに，レイ ア ウ トな ど に

つ い て は，よ りシ ン プ ル で単純な構成で編集する こ

とが推 奨 され よ う。

　特に
， 本発表で想定し て い る 「図誌」や 「図録」

は，画像資料を対象と して い る コ ン テ ン ツ で あ るた

め，文字 と図像な どを頁内に構成する必要が あ る 。
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そ の場合，複雑な レ イア ウ トを組 まない こ となどが

必要 で あ る。現状 に おい て は，表 2 に あ る ような複

数の 規格の 中で
，
EPUB 　9 ）

形式が よ り国際標準 的な

規格 と し て 認知 が 広 が っ て い る。しか し，同 形式 に

お い て も EPUB 　2 と EPUB 　3 で は一
部 の 様式 が 異

なるな ど，現状に お い て は，そ の様式は安定 して い

な い 。 よ っ て ， 今後様式上 で ど の ような変化が起 き

て も対応 で きる ような，単純な構成 と標準的な文字

コ ード
， 画像形式 を採用す る こ とが 推奨 され る 。

　 また，検索サ
ー

ビス に つ い て は ，電子書籍の各頁

の コ ン テ ン ッ 内容 まで 全文検索 を行うよ うな シ ス テ

ム が実装され る こ とが 望ま しい 。 現状に お い て は民

間会社 の サ
ービ ス で あ る，Google　BooksiO）や Ama −

zon な どに お い て ，電子書籍の 全文検索が 実現 し て

い る。将来的 に 納本 された電子書籍 を公開す る サ
ー

ビ ス が 開始さ れ た 場合は
， 電子研究函誌内の テキ ス

ト情報などを検索で きるシス テ ム を実装 される こ と

が推奨 され る 。

表 2 ．電子書籍フ ォ
ー

マ ッ トの一
覧

／／｝

臓 ・称 憲
’ ’

沖心麟 ＼ ご嬲 餅 ・こ

　 　 　 、劉、、
簾 W 糊 QB 【，
葡 pa漁   ド

Amazon ．aZW ，、tPZ

G段B）ぐ：
，
、、・、、 方正 ．cebx

E叫 B
’
2  IDPF ．epub

皀RU啓き、．、 IDFP ，epub

跡 呱 与／¢ 6＄3＼ ・W3C ．html

囃 晦 k ぷ　 官 モ リサ ワ ．mcb

：巨Pド　　　　 、h Adobe ，pdf

xゆ 持…

　 　 　 、　「了　＼

　　　　o

シ ャ
ー

フ ．zbf ，．mnh

1ゆ k・｝：
“

・ ： ボ イ ジ ヤ
ー ，book，．ttz

2．4．メ タ データ の 設計

　それ に加 えて ，電子書籍 の メ タデ
ー

タ を活用 す る

こ とに よ っ て ，研究図誌内に ある コ ン テ ン ツ の 主要

な要素に つ い て の情報が メ タ デ
ー

タ に記載され，検

索に役立て られ る こ とが必要で ある 。 その た め に は，

電子書籍が国立 国会図書館に納本された後に，国立

国会図書館 にお い て 構築され る 将来 の 電 子書籍検索

シ ス テ ム とどの よ うに連携を して い くか を検討する

必要があ る だ ろ う。 また 国立 国会図書館に お い て も，

電子書籍を納本 し た場合，各 メ タ デ ータ が デ ータ

ベ ー
ス シ ス テ ム にお い て ，ど の ように活用 されるか

に つ い て ，情報を公開する必要が ある だ ろ う。
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　例 え ば EPUB 形 式 の メ タ デ
ー

タ は XML の

フ ォ
ー

マ ッ トを用い て ，OPS （Open 　Packaging　For−

mat ）形式で保存される。そ の 中で は，主 に Dublin

Core を中心と した エ レ メ ン トセ ッ トで メ タ デ
ー

タ

が記述 ・構成する こ とが
一

般的な方法と な っ て い る。

そ の ため，EPUB 形 式 で は Dublin　Coreの タ グ の

中 の
， Descriptionと Subjectの 活用方法などに つ

い て検討 し，検索を行 い や す い 記述 の 方法 を検討す

る こ とが 必要 で あ る 。 特 に
，
Subjectに つ い て は 図

書資料で 用 い られる件名標 目な ど を使用す る こ と に

よ っ て 国立 国会 図書館サ ーチ な ど に お い て
， 国立国

会図書館 の 他 の資料 との 連携をとる こ とも考えらえ

る 12）
。 また

， その 他 の シ ソ
ーラ ス や 自由な タ グ付け

な どに よる用語の付与な ども，どの ような基準で行

うか に つ い て 検討す る必要 が ある 。

　OPS にお け る記述 は図 1 の よ うな例を示す こ と

が で きる。まず，メ タデ
ータ 全体 を RDF と Dublin

Coreを用 い て 記述 を行う。 Dublin　 Core に お い て

は，前述 した ように，＜dc：identifier＞，〈dc：title＞，

〈dc ：creator ＞
，　＜dc ：subject ＞

，　〈dc ：description＞，

〈dc ：publisher＞などの タグを用 い る。＜dc：identi−

fier＞ に 関 し て は
， 仮 に UUID を 用 い る 記 述 を示

して い るが，こ れ らに限 らず，様 々 な形式の ID の

表記形式が 想定で きる 。

2．5．目次の 編集

　電子書籍 フ ォ
ー

マ ッ トに は
， 目次 を メ タ デ

ータ 情

報と して追加を行 うこ とがで きる機能が存在する 。

例 え ば EPUB 形式 で は NCX （Navigation　Control

file　fbr　XML ）形式の フ ィ ル に保存 され る 。 こ れら

を活用す る こ と に よ っ て ，各頁 の コ ン テ ン ツ を構造

化 した 目次で 記録する こ とが 可能とな る 。
こ れらを

研 谷 ：電 子書籍形式 を用い た 「電 子研 究図誌」の 可能性

検索対象 とする こ とに よ っ て，図誌内の 資料 を検索

で きる ようにする こ とが必要である。

　こ れ らの メ タ デ ータ の付与は，電子書籍 を集約す

る図書館員が行 うの で はな く，図誌 の 制作者が納本

前に行 うこ と が 望 ま しい
。 ま た

， 電子書籍集約サ イ

トで の デ ータ フ ォ
ーマ ッ トの管理，マ イグ レ

ー
シ ョ

ン や権利管理な ど を行い やす くす る た め に
， あ らか

じめ デ ジ タ ル デ ータ に 関する メ タ デ ータ の付与 も必

要で あ る。

　現状で は
，

デ ジ タ ル フ ォ
ー

マ ッ トの メ タ デ ータ に

つ い て は，PREMISI31や METSI4 ｝
な ど の 規 格 が あ

るが，こ れらに基づ い た規格の詳細は細か い 内容 と

なる 。 しか し，前述 した ように EPUB の メ タ デ
ー

タ形式で あ る OPS で は Dublin　Coreを取 り入 れ

て 構成 さ れ る 。 そ の ため，Dublin　Core の規格 の 中

の Format
，
Type な ど を活用 して 最低限 の デ ジ タ ル

デ ータ に 鬨する情報を記載する こ とも想定され る 。

　そ して最後に，公 開され た電子書籍を参照 した 上

で，よ り高精細な画像や現物資料の参照を希望する

ユ ーザ の た め に，オ リ ジナ ル 資料 を所蔵す る機 関を

明示 し，ユ
ー

ザが参照で きる よ うな経路を作る こ と

が 必要で あ る。

3 ．「電子 研究図誌」の 写真資料 へ の 適用

3．1．写真資料 とその 特徴

　前章に お い て は，電子書籍 を用 い た 「電子研 究図

誌」 の あ り方 を 述べ た 。 本章 で は
，

こ の 「電子研究

図誌」の 内容をよ り具体的 に示す例 として，明治期

な ど の 歴史的な写真研究 に 関す る 「電子研究図誌」

を構築する例を具体的に示す。

　近年，様 々 な機関 で 写真を対象 と した デ ジ タ ル／

ア ナ ロ グ の ア
ー

カ イブ構築が行われ て お り， 幅広 い

く批蝿 versien 諺 版 ・げ ¢ n こ04 加 g鐔   輔 一8 繍蚊 諏 delenetU”ya5腎 》

くpeckage 　 x 露三轟 sas
勲 http：ノ《欟 ・三dpf・｛｝r 蕁ノ2e曾7／o ρf’‘

uniq 凵e昌idε轟tifier”
”
B◎ekl 匸f循　versien ：”2・3”》

　 〈！一一yo騨 ◎Pf　file　 was 　broken　 505 舞 鷺 tried 鵜 rebuikti 鼠t　for 　y◎u ・一ウ

　《metadata 》戚 隔 ：dc ・・
”http ：ノノPtir1．org ／ecielenents ／1 ．2ノ

騨

　　瀰 三舜 5 畧◎pf諏
鬟”httPtノ／羅 騨 ・idpf・erg ノ黛囎 7 ／opf

鯛

　　瀰 Xns ；rdf 露
t鹽http ：／編 糶 ・沼 ・o 鴨 ノ1肇9鮮 麗 〆22 棉面 チ蜴 y酸 窃 x・旛 §ザ 〉

　　〈紹df ：Desc 尸iption　abeutm
コ’
V9 難：箕S9 膝型 ！SBN 　　　　　　　　

憶
》

　　＜dc：identifier　id＝
”
eook：d”　O翆》f書5＜：he綴O鳳邯ミ銭多X9

鳶゚
＞urn 黍U蟯三6；　UUID

　　くd‘ 3dat8 　epf ；event ＃
「’
mod 童fi｛：at 圭onth 》2e25−¢ 2霹2aくみ」ζ 書d8t 瞳》

〈dc ：titie 》　 タイトル

《dc ：creator 　opf ：rolew
”
esut

”
〉， 作成鬢

《d⊂ ： Stibject ＞ 闘驪

くdc ：descniption 》 船 記述

くde ：pubMsher 》 出版 ・公開者

　 　 　 　 　 〈！dc：title 》

　 　 　 　 　 ＜ノCic　creator ＞　　 ＜／dCtcreetor ＞

　　　　 　　 ＜！Ctc ：SUbject ＞

　　　　 　　　　 〈／d⊂ ：description 》

　　 〈ノdc　tpublishen ＞〈ノrdftgesceiption ＞

図 1．記述例
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期間と地域 を対象と した 写真が 公開 され つ つ あ る 15）
。

しか し，元来写真資料は資料 として扱う上 で複数の

課題 が ある 。

　
一

点目の課題 として は，図像資料である の で被写

体 に 関す る 文字 記述 が 少な く，人物や建築な ど の 被

写体や年代の 特定を正 確に彳了うこ とが 難 しい 点で あ

る 。 ま た 二 点 目 と して は 継承 され た写真も撮影され

た全 て の 写真が残 っ て い る 例 は少な く，自然災害，

戦争 ， 形見分けや，整理 に よ る廃棄 な ど が行 われ る

点で あ る 。 そ の ため こ れ ら の来歴 や保存状態に つ い

て の 情報 を把握 して お く必要 が あ る。さ ら に 二 点 目

と して は，写真資料の 分析は特定 の 被写体 の 表 出頻

度な どが計量化された上で 分析 され る こ とは少な く，

主観 的な印象から対象の 分析が行われ るこ とが多い
。

しか し，客観的な分析に は，主な被写体の 表出頻 度

な ど計量的な デ
ー

タ に基 づ い て 分析され る こ とが望

ま しい
。 そ の ため ，写真資料で も特定の 被写体が 表

出す る 頻度 な どの 基礎デ
ー

タ を提供す る 必要が あ

る
16）

。

　また 写真 だ けで は なく，人文科学 の 諸分 野 に お い

て ，図像資料を対象とする 写真史や メ デ ィ ア史など

の 分野 に お い て は，図像 その もの の デ
ー

タ以外 に，

前述 し た よ うな，被写体 を 分析す る 関連情報 を含 め

て ，様 々 な調査情報が取得 される。こ れ らは 論文 に

お い て引用 さ れ る こ とや ， 掲載 され る 以外は
， 基 本

的に は 公 にされる こ とは少 ない 。しか し，研究成 果

で あ る論文を事後検証 し，新 しい 知見 を得 る こ と や ，

さらに新 しい 研究 へ と飛躍 させるため には，こ れ ら

の 「研究ノ
ー

ト」及 び 「関係資料」をなる べ く公 に

して い くこ とが望 まれる 。 特に ， 近年様 々 な研究 成

果の 出 され て い る写真分野に つ い て は こ うした関係

資料 を公 に して ， 公開 して い くこ とが必 要で あ る 。

　こ の ような観点か ら考え る と写真 ア
ーカ イ ブ を用

い て ，過去 の 歴史，民俗 ・習俗，社会な ど を分析 す

る場合は 対象とな る写真ア
ーカ イ ブ の ，資料の来歴，

原秩序，整理 の 方法や経緯，情報化の 方法や 過程 と

そ の根拠，認識 され て い る被写体の計量的な分析結

果な どを 「プロ フ ァ イル 」と して まとめ て，研究分

析時 に参照す る 必要 が あ る 。 本研究 で は こ の 「プ ロ

フ ァ イ ル」を前項 で 示 し た 「電 子研究図誌」の
一
種

と して構築する具体像 を示す。

3．2．写真資料の 「リ サ ーチプ ロ フ ァ イ ル」

　本項で は，写真資料 を学術資料 と して 客観的 に用

い る た め の ，写真資料 の 「リ サーチプ ロ フ ァ イ ル 」
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の 基本要素 と そ の 実装案を提案す る。まず ， 本研究

で提案する写真 ア
ー

カ イブ の 「リサ ーチ プ ロ フ ァ イ

ル 」は以 下 の 三点 の 要素を含む こ とを想定して い る。

　　  ．来歴 ・
原状に 関する資料（関係文書資料，旧

　　　蔵者の イ ン タ ビ ュ
ー映像，資料旧蔵空間の 映

　　　像資料 ， 資料 の 分散と 継承状況 を示 した グ ラ

　　　 フ な ど）

　　  資料 の 内容を目録化する上 で根拠とな っ た資

　　　料，関係者な どの イ ン タ ビ ュ
ー

映像，専 門 家

　　　に よ る議論 の 記録（映像 やオ ン ライ ン デ イ ス

　　　カ ッ シ ョ ン デ
ー

タ）， 被 写体 の 人物情報 ， 家

　　　系図，建造物情報 などの 資料

　　．  被写体の 中で名称などが認知で きる被写体が

　　　表出する頻度，複数の被写体が写真資料群 の

　　　中 で 共 に表出する 頻度

　上記 の   は，写真資料 の 来歴 や 保管さ れた環境な

ど に つ い て の イ ン タ ビュ
ー

や実際 に保存 され て い た

環境を撮影 し た 映像資料に よ っ て ，構成 され る
。 ま

た   は ，こ れ ら の資料を日録化 した担当者へ の 聞き

取 り調査 や ，実際の 目録化の 様子，さらに 目録化 に

際 して の デ ィ ス カ ッ シ ョ ン の様子な どを収録 した映

像 デ
ー

タ な どが 対象 と な る。

　また
，   は，被写体 の 中で名称 な ど が 認知 で きる

被写体が 表出する頻度，複数 の 被写体 が写真資料群

の 中で 共 に表出す る 頻度 な ど に 関する デ
ータ で ある 。

こ れ らの 三要素の 情報 を集約 して 「リサ
ー

チプ ロ

フ ァ イ ル 」 を 形成 し
，

デ ジ タ ル 及 び ア ナ ロ グ ア ーカ

イプ内に残 し公 開す る必 要が ある 。 こ れらの 情報内

容は，証言映像 ・音声，画像，テ キ ス トなど多様な

形式が予想 されが ， そ の 内容情報を検索可能にす る

ように構成す る こ とが必 要で あ る 。 また，こ れ らは

お互 い が連携 で きるように 1 つ の パ ッ ケ
ージ 内で 構

成さ れ ，写真ア
ー

カ イブ本体 と並行 しなが ら閲覧さ

れ る こ と を想定す る。

　よ っ て こ の 「リサ ーチ ブロ フ ァ イ ル」を様々 な メ

デ ィ ア を格納 で きる EPUB 形 式 の 電子書 籍形 式 に

よ る 「電子研究図誌」の 形で構成する こ とを提案す

る。また，タ ブ レ ッ トな ど を用 い て 閲覧され
， 各機

関 に お い て保存する こ とを想定する 。 また ，前述 し

た国立 国会 図 書館 の 「オ ン ラ イ ン 資料 収集 制度 （e

デ ポ）」 の よ うに 電子書籍を集約する制度が あ る 場

合 は，中央図書館 に お い て 永続的に管理す る こ と を

想定する 。 その こ とに よ っ て プロ フ ァ イル の 半永久

的な保存 と継承 がなされ る 可能性が 高 くなる 1ア）
。

N 工工
一Electronlc 　 Llbrary 　



Nippon Association for Libraries

NII-Electronic Library Service

NlpPon 　Assoclatlon 　for 　Llbrarles

　 September　2Q15

　 こ の よ うに 本研究 で 示 した 「電子研究図誌」の 形

式を活用 して
， 写真資料 に 関す る 様 々 な情報を統合

し，次世代に継承して い くこ とが，写真史研究な ど

に 求 め られ て くこ と で あ ろ う。

4．ま とめ

　 本論に お い て は，前段に お い て，電子書籍を用 い

た 「研 究図誌」 の 可能性 に つ い て 述べ ，さ ら に後段

で は，こ の概念を利用 して
， 写真ア

ーカ イブの 構築

に 用 い られるため の 「リサ
ー

チプ ロ フ ァ イル 」構築

の 具体例 を示 した 。

　 前者につ い て は，電子書籍形式を用 い た電子研究

図誌 の 可能性 を 納本 シ ス テ ム に よ っ て集約する図書

館 の在 り方 と，実際に制作する場合の制作上 の留意

点な ど を 中心 に ま とめ た 。しか し，こ れ らを実現す

るため に は複数の課題が存在する 。 それ らは，（1）

国立国会図書館に お い て ，
一

部 「灰色文献」とも重

なる ，研究図誌 ， 図録 ， 報告書 な ど の 電子書籍 も収

集の 対象と す る，（2 ）無料 の 電子書籍 に つ い て は
，

一
般に WEB で公開す る

， （3）制 作者側 はな る べ

く標準 的な フ ォ
ー

マ ッ トを用い ，レ イ ア ウ トなどを

単純化する，（4 ）検索 シ ス テ ム に お い て 電子書籍

の メ タデ
ー

タが どの ように活用 され る かが事前に明

確化 され る こ とに よ っ て，納品する 側 もそ れ ら に あ

わ せ て メ タ デ
ータ を作成す る，（5 ）電子書籍 とな っ

た研究図誌内 に ，オ リ ジ ナ ル資料を 所蔵 す る 機関 を

明示 し，
よ り高精細 な デ

ー
タ や現物資料が必要とな

るユ
ー

ザが参照で きる よ うにする，とい っ た課題を

解決す る必要があ る 。

　 こ れ らは ，研究で 取得され た 電子画像 や テ キ ス ト

情報 を 永続 的 に 保存 して い くた め の
一

つ の モ デ ル で

あ り，それ らを実現する シ ス テ ム や 制度な ど が整備

さ れ て い る 訳 で は な い 。しか し，今後様 々 な学術情

報資源 へ の ア ク セ シ ビ リ テ ィ とデータ の 永続的保存，

効率的なマ イ グ レーシ ョ ン を考えた 場合，パ ッ ケ ー

ジ と しで
一一
括 して新 しい フ ォ

ーマ ッ トや 環境 に マ イ

グ レーシ ョ ン が しや す く，か つ 管 理 が 行 い や す い
，

電子書籍の 形式で電子研究図誌を保存 して い くこ と

は
， 現在 デ ータ ベ ー

ス で の 公 開を中心 とする Digi−

tal　 Cultural　 Heritageの様 々 な課題 を解決す る
一

つ の方策で ある と筆者 は 考 えて い る 。

　無論 こ れ らを実 現 す る た め に は 前述 した
， 様 々 な

課題 と制度の 整備が必要 で あ る 。 しか し，こ れ らを

踏 まえ た 上 で
， 研 究資料 を よ り安定 した環境に お い

研谷 ：電 了書 籍 形式 を用 い た 「電子研究 図誌 」の 可 能性

て ，永続的 に 継承 し て い くモ デ ル を
， 学術研 究者 の

間か ら発案 し，新 しい シ ス テ ム や 環境 を構築して い

くこ とが必要 で ある。

　また
， 後段で 述べ た 「電子研究図誌」の 形式を用

い た 写真資料 に関す る 「リサ
ー

チプ ロ フ ァ イル 」に

つ い て は
， 今後増加す る と想定 さ れ る 写真 ア

ーカ イ

ブをより客観 的な観点か ら調査分析す る こ とが可 能

な デ
ー

タ を集約 し て 公開す る こ と に 意義があ る 。

　 また，こ れ まで はあま り焦点の 当て られなか っ た

写真 の 来歴情報や ， 目録化 に 際 して 参考と した証言

者の イ ン タ ビュ
ー

や専門家の議論 の 過程 ，さらに被

写体を計量分析 した客観的 なデ
ー

タ を体系的 に 「電

子研究図誌」 として ま とめ
， 学術利用 に 活用 で きる

資料 と して 公 開で きる点 に も特色があ る 。

　 さ ら に こ れ らの テ キ ス ト， 映像 ， 音声 ， 静止画像

などの メデ ィ ア を電 子書籍形式で 集約 し， 1 つ の

フ ァ イ ル で 閲覧で きる 他 ，
タ ブ レ ッ トな ど を用 い る

こ とで ，PC で 閲覧する写真ア ーカ イブ や紙の書籍

形式 の 写真資料 と 並行 して 閲覧可能で あ る点に も特

色が ある 。

　 さらに 電子 書籍 フ ォ
ーマ ッ トに 格納する こ と に

よっ て，現在世界で進行 しつ つ あ る 電子書籍 な ど の

電子資料 の 収集制度 に も対応 して 永続的な管理 を行

うこ と が で きる点に も特徴が ある 。

　本研究で 示すよ うなよ り持続性 の ある デ ジタル文

化資源の 公開が今後 も検討され る べ きで あろう。 そ

の こ と に よ っ て 各種 の 資料 をより客観的に学術利用

す る こ とが 可 能 とな る と と もに，「資料」をめ ぐる

関係者 の 証言 自体が 「資料」で ある とい う意識 が 生

まれ
，

こ れ ら を軸 に デ ジ タ ル メ デ ィ ア を活用した資

料基盤形成 して い くこ とが今後の 課題 で ある 。 さ ら

に，こ うした 「電子研究図誌」を構築の 形成が実践

され る こ とによっ て各種資料 を格納す る デ ジ タ ル コ

ン テ ン ツ の 発展に つ なが る 可能性 が あ る 。

注

1）本 論 文 は 以 fi
一
の 論 考で 示 した モ デ ル を基 礎 に 具体 的な 事

例 を提示す る。

研 谷紀 夫 「「電子 研 究図誌」 と して の 電子 書籍 の 可 能性 」，
「ア ー

ト
・

ドキ ュ メ ン テ
ー

シ ョ ン 学会 第 5 回秋 季研 究 会予

稿 集』，ア
ー

ト・ドキ ュ メ ン テ
ーシ ョ ン 学会，2012，p．8

−21．

2 ｝東京大学 大学 院情 報学環　Digital　 Cultural　 Heritage

＜http ：1／crarc ．iii．u一七〇kyo、ac ．jplweb！＞．［引用 日 12015 −05−20］．

3）国立 国会 図書館納 本制 度審議 会 「答 申オ ン ラ イ ン 資料 収

集 に 関 す る制 度 の 在 り方 に つ い て 一一電 子書 籍，電 子雑誌な
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．
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　／news ！fy20121．．−iesFiles／afieldfile12012 ／06115／pr120615．

　pdf ＞．［引用 日 ：2014−10−20］
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　科学 と技術 』，41（2），1991，p．895
−9．　01．

7）国 立 国 会 図書 館 「オ ン ラ イ ン 資料収集制 度（e デ ポ〕」

　（http ：f！www ．ndl ．go．jpfjp／aboutus ！onlinc ／index、htm】〉．［引

　用 日 ：2014−05−20］．

8）電子 フ ォ
ー

マ ッ トと学 術 情 報 流 通 に つ い て は次 の 論 文 な

　 どカ「詳 しい

　原 田 隆 史 「電 子 書 籍 フ ォ
ー

マ ッ トの 研 究動 向 と学 術情 報流

　通へ の 課 題」 『情 報 知識学 会誌』，20（4），2010，p．383−390．

9）Inernational　Digital　Publishing　Forum （http ：1／idpforg

　！〉．［引用 日 ：2015−05−201

10）Google 　Booke 〈http：1！books．guDgle．co．jp！〉，［引用 日 ：

　2Gl2−10−20］

11｝次 の 書 籍 の 該 当頁な ど を参考 に 作表

　境 祐司 他 r電 子書 籍制 作 ガ イ ドブ ッ ク」，イ ン プ レ ス ジャ

　 パ ン ，2010，p．95
−111．

ユ2）「新 しい 統 合検索 サ
ー

ビス 国立 国会図 書館 サ
ー

チ 」『国立

　国会図書館 月報』，604／
’
605，2011，p．18

−21．

13）米国議 会図書館 PREMIS 〈http；／fwww ．loc．gov／standards

　！premiS 〆〉．［引用 日 ：2015−05−20］

14）米 国議 会 図 書 館 METS 〈http；〃www 」oc．gov ！standards ／

　mets1 ＞．［引用 日 ：2014−12−20］

15）幕末か ら 明治 に か け て の 写 真 に限 定 すれ ば 具体 的 に は 以

　 下 の よ うな例 があ る

　
・東京大学 史料編纂所古 写真デ

ー
タ ベ

ー
ス 〈http：〃wwwap ，

　hi，u −tokyo ．ac．jpilships！shipscontroller ＞，［引用 日 ：2015−01

　
−25］

　 ・放送大学 附属 図書館 所蔵古 写真展 日本残 像一写真で 見 る

　幕 末，明 治一 〈httpYflib．ouj ．ac．jp／koshashinkoshashin．

　html ＞．［引用 日 ：2015−01−25］

　　国 立 国会 図書 館 　電 子 展 示 会 くhttp；11www．ndl ．go．jp／jp！

　gallery1＞，［引用 日 ：2015−01−25］

16）研谷紀 夫，川 島隆徳 「Digital　Cultural　Heritage を用い

　て 家族写 真の 特性 を明 らか に す る方 法の 提 示 とそ の 検証 に

　関 す る研究」『アート・ドキ ュ メ ン テ
ー

シ ョ ン 研究』，ア
ー

　 ト ・ドキ ュ メ ン テ
ー

シ ョ ン 学会，21，2014，p．3
−21．

17）湯 浅俊 彦 「電 子 書 籍 か ら 出 版 コ ン テ ン ツ デ
ー

タベ
ー

ス へ

　 （第 3 回 ）電 子 納 本 制度 と 出版 コ ン テ ン ツ デ
ー
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ース 」
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くお こ とわ り〉 （編集委員会 よ り）

　第56回研究大会 の グ ル
ープ研究発表論文 を本誌 の

前号（67巻 2号）と今号に 掲載 しま した が ，発表の

あ っ た グ ル
ープ の うち

， 「筑波研 究例会」に つ い て

は論文掲載 を辞退 され ました。

　　　第57回研究大会 の

個人研 究発表募集 に つ い て

　第57同 日本図書館研究会研究大会に おける個

人研究発表を募集 し ます 。 発表ご希望 の 方 は 下

記の要領 で 奮 っ て ご応募 くだ さ い
。 日時は第57

回研究大会 の 初 日（2016年 2 月21日 （日））午前

中，会場は 立命館大学朱雀 キ ャ ン パ ス 〔京都市）

を予定 して い ます 。

応　募　要 　領

応募条件 ：会員の 個人研究。3 人まで の 共同研

　　　　　 究で もよい が ， 全員が本研 究会会員

　　　　　 で あ る こ と（同時入会 も可）。 3組程

　　　　　 度を予定 。

発表時間 ：20分 間（質疑応答 5分を含む）

応募手続 ： タ イ トル ，発表者名に 1600字程度 の

　　　　　 要旨を添 え下記 に お 申込み 下 さい 、

　　　　　　 E −mail ：kenkyu ＠ nal −lib．jp

　　　　　　 （日本図書館研究会研究委員会）

　　　　　 テ キス トまた は ワ
ード使用 。 書式 自

　　　　　 由。 要 旨は 返却で き ませ ん 。

応募期限 ：2015年10月 18日（日）厳守

採否決定 ：研究委員会で検討 し11月中句 ま で に

　　　　　 応募者 に採 否の ご 通知 を し ます。採

　　　　　 用者に は2016年 1月下旬 まで に予稿

　　　　　 集原稿 の ご 提出をお願い し ます 。

注意事項 ：二 重投稿で ない こ と。こ の 口 頭発表

　　　　　 日 以前 に同
一

内容 の 公表を し て い な

　　　　　 い こ と。

間合せ先 ：上記メ
ー

ル ア ドレ ス へ お 願い します 。
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